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佐藤  恭三　教授
〔経　　歴〕
1944 年	 北海道に生まれる
1969 年 上智大学外国学部イスパニア語学科卒業
1969 年 北海道新聞社編集局（1970 年まで）
1973 年 カナダ　マックマスター大学政治学専攻修士課程修了
1978 年 英国　ケンブリッジ大学歴史学専攻博士課程修了
1982 年 専修大学法学部助教授
1988 年	 専修大学法学部教授（現在に至る）
1993 年 専修大学長期在外研究員としてロンドン大学 LSE にて
	 研究（1994 年まで）
〔主 要 業 績〕
（英語関連のみ）
1978 年 “Anglo-Japanese Relations, 1939-1941: Japan’s Expansion 
and Britain’s Response,” Ph.D. dissertation, University of 
Cambridge;
1979 年 “Matsuoka Yosuke as Foreign Minister: Paving the Way 
for the Pacific War?,” 『国際学論集』(2 巻 2 号 );
1979 年 “Japan’s Position before the Outbreak of  the European 
War,” Modern Asian Studies (Vol.14, No.1);
1986 年 “Britain and the Tokyo War Crimes Trial,” 『専修法学論
集』(43 号 );
1986 年 “The Historical Perspective and What is Missing,” Modern 
Asian Studies (Vol.21, No.2);
1987 年 Japan and Britain at the Crossroads, 1939-1941: A Study in 
the Dilemmas of Japanese Diplomacy, Senshu University 
2Press;
1997 年～ 2011 年 F. H. Hinsley, Power and the Pursuit of Peace: Theory and 
Practice in the History of Relations between States (CUP, 
1963) の邦訳を 20 回に亘り断続的に『専修法学論集』
に掲載。
